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　会員の皆さまの中にも、日記を書いている方がた

くさんいらっしゃるかと思います。立派な日記帳に

お気に入りの万年筆でしっかりと書いている人、パ

ソコンを使って書いている人など、日記にもいろい

ろな形があるかと思います。私も、これまで途中で

何度か中断しましたが、現在の一行日記にしてから

なんとか継続できています。

　私の場合は、これからの予定は手帳などに書き、

終わった出来事は日記というより備忘録のような意

味でノートに書いています。大体一行なのですが、

時には複数行になることもあります。旅行などでノ

ートを持って行かないときは、札幌に帰ってきてか

ら、まとめて日付ごとに書いています。書く時間は

翌日の朝で、昨日の記録として書いているので、自

宅ではなく、クリニックの自分の部屋で診療前に書

いています。もっとも、自宅で家族の前で書くのは

照れくさいかもしれません。ほんの一行ですが、記

録としては大変参考になります。また、一行だから

こそ、これまで継続できているのかもしれません。

　私が小学生の時、父と「交換日記」をしていた時

期がありました。どのような経過で父と日記を交換

するようになったのかは、父はすでに亡くなってい

るので、父に聞くことはできません。ただ、父と「交

換日記」をしていたという記憶と、いくつかの内容

だけはしっかり覚えています。

　日記とは異なりますが、ブログ、ツイッター、フ

ェイスブックなどのいわゆるSNS（ソーシャル・ネ

ットワーキング・サービス）関係も書いています。

ブログはクリニックのホームページに「院長日記」

というタイトルで書き始め、今は「院長BLOG」と

なっています。これまで何度かフォームを変更して

いますが、現在は2006年のものから読むことができ

ます。決して、毎日書いてはいませんが、かれこれ

10年になります。ブログには、例えば、流行してい

る病気について書いたり、インフルエンザワクチン

の開始時期のことを書いたりしています。このよう

に医学のことを書くこともありますが、実はそのよ

うな内容はわずかで、ほとんどが医学と関係ないこ

とを書いています。患者さんも読んでくれていて、

これがコミュニケーションのきっかけになることも

あります。また、新患の方が先に読んでくれていて、

親近感を持って、クリニックを受診してくれる時も
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あります。

　そして、ツイッターも過去には書いていましたが、

現在は、数年前からのフェイスブックへの投稿が中

心になっています。ブログ同様に写真入りで書いて

います。フェイスブックは実名なので、同級生など、

昔の知り合いから連絡を頂いてつながることもあり

ます。これらは携帯電話からも開くことができるの

で、いつでも、過去の記録をたどることができます。

そして、これらも私にとっては、日記、備忘録のよ

うな意味合いが強いです。

　だんだん記憶力が低下してきていて、メモの大切

さを実感しています。そういう意味でも、日記のお

かげで、過去のできごとを正確に振り返ることがで

きます。現代はアナログでなくデジタルの時代と言

われていますが、実際に書くアナログの日記、そし

て、デジタルのSNSの両方を使い分けて楽しんでい

ます。日記は自分だけのもの、SNSは発信としての

要素が強いのですが、私自身にとっては自分の日記

代わりとしての役割のほうが強いです。これからも

無理のない程度に、日記、SNSを継続していくつも

りです。


